
エコドライブって何 

 

 

 

産業部門
（工場等）

４億１，８００万㌧
《３４．６％》

業務その他部門
（商業、サービス、事務所等）
２億１，４００万㌧
《１７．８％》

運輸部門
（自動車、船舶等）

２億1，5００万㌧
《１７．9％》

日本の各部門における二酸化炭素排出量

ＣＯ２総排出量
１２億６００万㌧
（２０１６年度）

※電気事業者の発電の伴う排出量、熱供給事業者の熱発生に伴う排出量はそれぞれの消費量に応じて最終需要部門に配分
※温室効果ガスインベントリオフィス「日本国温室効果ガスインベントリ報告書」より国土交通省環境政策課作成

運輸部門における二酸化炭素排出量

内訳

自家用乗用車

  9，926万㌧
《46.1％ 》

自家用貨物車
４，２２７万㌧
《１９．６％》

営業用貨物車
３，６１９万㌧
《１６．８％》

○ 自動車全体で運輸部門の８６．２％
（日本全体の１５．４％）
 
○旅客自動車は運輸部門の４９．８％
　（日本全体の８．９％） 

　　
　　○ 貨物自動車は運輸部門の３６．４％

　（日本全体の６．５％）
 
 

家庭部門
１億８，８００万㌧
《１５．６％》

その他
１億7，1００万㌧
《１4．２％》

バス
４２９万㌧《２．０％》
タクシー

２８３万㌧《１．３％》
内航海運
１，０３７万㌧ 《４．８％》
航空

１，０１９万㌧ 《４．７％》
鉄道
９１９万㌧ 《４．３％》

 

 

 

 従って、自動車ユーザーが地球温暖化防止のために、「エコドライブ」を実践する意味は

大きいと言えます。 

 

以下のグラフをごらんください。 

エコドライブとは「環境にやさしい運転方法」のことです。 

これは、地球温暖化の主な要因となっている二酸化炭素の排出量を減らしていく取り組

みのひとつです。 

エコドライブの実践は、瞬時に効果が分かりにくいものですが、エネルギー問題・環境

対策だけでなく、ドライバー一人ひとりにとっても、燃費削減によるメリットや交通安全

にもつながります。 

 

このグラフから、日本の二酸化炭素排出量のうち運輸部門からの排出量は全体の約 2 割

を占めていることが分かります。 

 

また、運輸部門のうち、自動車からの排出量が約 9 割を占めています。 

さらに、その半分を自家用自動車が占めているので、全体の約 1 割が自家用自動車から

排出されていることになります。 


